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21世紀の先進医療の花形である再生医療や遺伝子治療の目標は，国民の理解

を得ながら，個々の患者の病態に基づいた個別化医療を実践することであるとい

われる。それでは 21世紀の精神医療はどうあるべきであろうか？ 先進医療に

ならって考えると，国民の理解は，精神疾患への偏見と差別を減らすことであ

り，個別化医療は，精神疾患の病態を明らかにして，個々の患者の経過，転帰，

治療反応性に関する特性に応じた適切な医療を提供することといえるだろう。し

かし，現在，我々が使用している診断学は個々の患者の経過や転帰を予測できな

いという問題を抱えている。統合失調症ですら経過や転帰は多様であり，現在，

数年後を目標に行われている DSMと ICDの改訂作業において，統合失調症な

どの疾患カテゴリーの再編成を検討している背景にはこうした問題がある。しか

し，残念ながら現時点では経過や転帰までも読み取れるような診断体系を再構築

することは難しいようで，おそらく十数年後に行われると思われる次の改訂ま

で，大きな課題としてこの問題は続くだろう。

ところで，近年めざましく発展してきている精神病の早期介入研究では，介入

のタイミングとその内容，介入による経過や転帰への影響がきわめて重要な論点

になっている。この領域の研究の発展に伴って発病前から発病後の経過に関する

疾患の“軌跡”が明確になりつつあり，疾病を考える際の“生涯的視点”の重要

性が増してきている。白石弘巳氏の巻頭言はまさに患者の生活にかかわる生涯的

視点の重要性を指摘している。今回の特集では，「統合失調症の予後改善に向け

ての新たな戦略」と題して，現在の治療や介入が果たして経過や転帰を改善する

ことができるのかという観点で各領域からご寄稿いただいた。経過や転帰を論じ

る場合，症状や機能の客観的回復だけではなく，患者の主観的回復までのトータ

ルな，しかも生涯的視点が求められている。さまざまな治療法や介入法が登場し

てきている中，それらの限界と可能性を正しく認識して，まだまだ不十分な精神

医療を向上させるための共通認識を持つ時機がきているように思う。 (H.M.)
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